
みんなが防災をヤル気になる
コツを考える！

過去の豪雨災害の教訓を踏まえた、
これからの梅雨への備え
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平成３０年７月豪雨
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「あなたが避難したきっかけを教えてください」（広島市） n=858

• 避難の「きっかけ」と「きめて」は異なる。
• 災害情報は避難の「きっかけ」。「きめて」ではない



平成30年7月豪雨
倉敷市の対応
７月５日２３時００分 倉敷市災害対策本部設置
７月６日２２時００分 避難勧告（真備地区全域）

２３時４５分 避難指示（真備地区・小田川南側）
７月７日００時００分 避難勧告

（中洲小学校区、万寿小学校区、倉敷東小学校区、菅生小学校区）
１時３０分 避難指示（真備地区・小田川北側）
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高梁川の水位（酒津観測所）・雨量（アメダス・高梁）

水位(m) 雨量(mm)
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避難のきっかけ
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浸水時に自ら避難しましたか？

N=100

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

家の浸水が始まったから

雨が激しかったから

川の水位が上がってきたから

近所の声がけ

家族からの電話・メール

防災行政無線などの行政情報

携帯電話のエリアメール

テレビ・ラジオなどマスコミの災害情報

SNSを含めたインターネットの情報

その他 (n=102)

周辺環境の
変化

避難情報

声がけ

「避難行動のきっかけは何ですか？」（複数回答）

• 周辺環境の変化（知覚情報：川の水位・
雨・浸水）が最も多い。

• 行政情報（防災行政無線・携帯電話のエ
リアメール）もきっかけとして機能。



周辺環境
（⾮⽇常性） 声がけ知覚情報

⾏動判断
（避難スイッチ）

避難しない 避難する

防災気象情報

避難のきっかけ（避難トリガー）

避難行動

onoff

避難場所を知っている

きめては？？



避難行動カーブ
Evacuation Act Curve (E-Act Curve)

0％

50％

100％

避難行動

時間

避難開始

トリガー

声がけ避難指示 雨

• どのような避難トリガーがあったのか
• どのようなトリガーがきめてとなっていたのか



自主防災組織
の委員なので
、地域の人に
避難の準備を
するように案
内した。何も準
備してくれない
人に声をかけ
た。

昼過ぎ
畑で作業をしてい
たら山で石が転
がる音がした。

23：00頃
雨がすごい
。メールもあ
った。

23：30
爆発音が
きこえた。
追突したと
思った。

23：30
避難した。

0％

50％

100％
避難行動

時間

避難開始

トリガー

TypeⅠ トリガー足し算型
複数のトリガーで
だんだん気持ちが高まる



23：30
爆発音で
目が覚め
た。眠って
いた人が
起きる音だ
った。

テレビを
見た。防
災の放送
。エリアメ
ールが頻
繁に届い
ていた。

0％

50％

100％

2：00
防災行政無
線が女性の
市長の声。
「緊急、避難
して下さい」
のメッセージ
が３回繰り返
された。

堤防が切れ
た。高馬川
の堤防が切
れたという情
報もあった。

車で避
難した

避難行動

時間

避難開始

トリガー

TypeⅡ 急速認知型
急に避難する気になる



20時頃
寝ていた。
2階まで水
が来るとは
思わなかっ
たので寝て
いた。

寝てい
て爆発
音も聞
いてい
ない

いきなり水
が押し寄せ
てきて、ベ
ッドごと浮
いて目がさ
めた

２階の
押入れ
の上に
避難し
た

天袋に
こもって
いた

0％

50％

100％
避難行動

時間

避難開始

トリガー

浸水

TypeⅢ 認知なし
避難する気にならない



「きめて」は何？
• 普段から危機意識の高い人は、避難情報を受けると
すぐに避難する。

• ほとんどの人は、避難情報を受けた後に避難するか
どうか悩む＞＞情報を確認する。
• 周辺環境の変化（いつもと違う状況：雨・水・音・防災

行政無線・警報音）
• 周囲の人の声がけ（信頼のおける人、家族）
• 周囲の人の避難行動

Ø 同じ情報を受けても「まだ、大丈夫」と思う人は、
避難する気にならない。
• 防災行政無線は聞こえていたけど・・
• 排水ポンプは動いていたから・・



避難する？

避難しようか悩む

情報を確認する
（テレビ/携帯/近所の人・友人/家族）

ミリング（milling)
より多くの情報を探して、情報の確実性を確認した
うえで自分自身の避難行動を検討する。



• 自ら進んで避難する（内的動機づけ）
–興味/関心がある、大切だと思っている

• 人に言われてやる（外的動機づけ）
–嫌だから/面倒だから/怒られるから

外的動機づけ＞＞内的動機づけ

12



周辺環境
（⾮⽇常性） 声がけ知覚情報防災気象情報

避難トリガーの足し算+声がけ

• 雨・雷
• 川
• 水が流れる音・水が茶色

• エリアメール
• TV（ニュース）

• 消防団
• 家族・知人
• 近所の人
• 町内会の仕組み



どの言葉がヤル気になる？

1. 避難訓練に参加してください
2. 避難訓練に来てくれると嬉しいな
3. 避難訓練があるから一緒に行こう。呼び
に行くからね

4. うちの町内は避難所開設担当だから、避
難訓練に来てね。

14



避難情報が出ても避難しない

避難情報を得ることができない



聴覚障害

• 難聴で通院中です。情報が受取れませんでした。屋外スピ
ーカーは無理です。

• 二重サッシです。障害者（聴覚障害）の人には、防災無線
等では情報が伝わらないと思います。

「R１東日本台風長野県須坂市にお
ける避難行動調査より(n=7,158）



https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1077859/bousaisign_itiranA3.pdf



視覚障害

• 何が起きたのかわかりませんでした
。情報が全く手に入らない。周りの
人に聞いても返事が全くありません
でした。

• 盲導犬を避難所のなかに連れて入る
ことはできないと言われました。

• 白杖で、避難所のなかを動くのは困
難でした。食事をとりに行って、自
分の元いた場所に戻れない。

• 避難所のトイレは独特の使い方をし
ます。どのように使えば良いのかわ
かりませんでした。

「R１東日本台風長野県須坂市にお
ける避難行動調査より(n=7,158）



認知症があります

• 認痴症の年寄りがおり、体力もあまりなく、避
難所でも落ちついていられるかとの心配があり、
本人も状況がわかっておらず説得できないと思
ったので避難しませんでした。

• ご夫婦ともに軽い認知症がありました。いざと
いう時には、タクシーで避難所に行くように伝
えていて、「はい。はい」と言ってくれるんで
すが、本当にわかっているのか心配です。



トイレが心配

• 我が家には障害のある人がいます。車い
すなのでトイレの心配があり移動の事も
考え避難しませんでした。
• 避難所が満員で入れなかった。杖でゆっ
くりしか歩けない主人と荷物を持っての
避難は大変で、仕方なく会社の駐車場で
過ごしました。



避難に影響を及ぼす３つの「能力」

①情報取得能力
避難指示等の災害情報が取得できるか

②判断能力
避難の必要性や避難方法を判断できるか

③身体能力
自分で移動できるか

自力で避難が難しい人を
どうサポートするのか？



個別避難計画
計画作成の優先度を検討する

①地域におけるハザードの状況（洪水・土
砂災害・津波等の危険想定）

②対象者の心身の状況（障害の程度、情報
取得や判断への支援、心身障害の状況）

③居住形態（独居や社会的孤立の状況等）



         Ⅲ 避難所

Ⅲ-1   避難所
（福祉スペース）

Ⅱ福祉避難所

Ⅰ 医療施設
• 治療を受けられないと命
の危険がある人

• 専門的医療ケアが必要な
人

• 常に専門的福祉ケア
がないと生活が困難な
人

• 定期的な見守りや専門家の支
援があれば生活が可能な人

• 自立して避難先で
生活が可能な人

避難先を考えておく


